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（復習）関数とは
• ２つの変数 x, yがあり，変数 xの値を決めると,それに応じて yの値が
決まるとき,「yは xの関数である」という.

• xがとる値の範囲のことを定義域という．

• 変数 yが独立変数 xの関数であることを,一般的に y = f (x)と書く.

◦ f は「xに対して, y(= f (x))を対応させる規則」と解釈できる．
◦「xの関数」とは「xで記述される式 f (x)」と考えてよい.

例） (1) １次関数： f (x) = ax + b

(2) ２次関数： f (x) = ax2 + bx + c, （a, b, cは定数）

• 関数 y = f (x)があるとき，
◦ x = αに対して，数 y = β (= f (α))が定まる．
◦ x = αに対して，数の組 (α, f (α))が定まる．←点の座標
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（復習）平面の点の座標とは
• 平面の点の座標とは，平面の点の位置を２つの数の組として表したもの
のこと．
• 座標を定めるためには，平面に２つの座標軸を定める必要がある．

平面の直交座標系 例）座標 (3, 4)の点
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関数のグラフとは
• 関数 y = f (x) があるとき，定義域内の値 x = α を与えると, 平面の点

(α, f (α))が定まる. このような点の全体は,平面内の曲線をなす.

• この曲線を,「関数 y = f (x)のグラフ」という.
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１次関数のグラフ (1)

例）y = 1
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１次関数のグラフ (2)

a > 0の場合 a < 0の場合

• 関数 y = axのグラフは原点を通る直線となる．
◦ xの係数 aを直線の「傾き」という．
◦ |a|の値が大きいほど，直線の勾配は急である．

• y = ax+bは，y = axと比べると，xに対応する yの値が +bだけ異る．
−→ y = ax + bのグラフは，y = axのグラフを平行移動した直線．
◦ 関数のグラフと y軸との交点の値 bのことを y切片という．
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２次関数のグラフ (1)

例）y = 1
2
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２次関数のグラフ (2)

a > 0の場合 a < 0の場合

• 関数 y = ax2 のグラフは原点を頂点とする放物線となる．
◦ a > 0のときは下に凸の放物線．
◦ a < 0のとき，上に凸の放物線．

• y = ax2 + bx + c 平方完成
= a(x − p)2 + qは，頂点が (p, q)の放物線となる．

−→ y = a(x−p)2+qのグラフは，y = ax2のグラフを平行移動した放物線．
◦ y切片は，c (= ap2 + q)である．
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